
～ 学習社会先進都市の形成 ～
　ここにしかない価値を再創造しながら、これからの時代に求められる発展の基礎を築くため、市
民生活の様々な局面を貫く新しい地域づくりの総合的な方法として、市民の学びを振興します。教
育を尊ぶ庄内南部地区の伝統を未来に向かって新たに生かし、趣味、健康、文化、職業、文明観な
どあらゆる分野で自ら学ぶべき事柄を発見し、追究する学習社会先進都市の形成を目指します。

　庄内南部地区を構成する７つの市町村は、庄内平野、赤川、出羽三

山、朝日連峰、日本海など、美しく実り豊かな自然に恵まれ、城下町

として、あるいは全国でも有数な稲作地帯を培ってきた農山漁村とし

て、長い歴史の中で人を育て、文化を生み出し、産業を興し、地域の

暮らしを豊かに導きつつ、今日まで発展してきました。

　そして、新時代を迎えた今、７市町村では、それぞれの地域の歴史、

文化、自然などの特性を生かした施策の展開を通じて、更なる飛躍を

期そうとしており、こうした取り組みは、地域の経済成長の低下、少

子高齢化など、庄内南部地区を巡る目下の重要な課題にも、真摯に応

えようとしているものです。また、その実現については、地域住民の

高い期待が寄せられております。

　それ故、まず、新市においては、こうした各市町村の取り組みを継

承し、新しい枠組の中で新市の施策として再編しつつ、一層強力に推

進していくこととし、新市建設の基本理念は、それぞれに新時代に対

応しようとする７市町村の主要な施策を踏まえながら、新市として明

るい展望を描いていくことを念頭に、

（仮）　多様性が生き　新しい時代を拓く　希望のまち

と定めます。

　これは、新市建設にあたって、７つの市町村がそれぞれの地域特性

を斉しく高度に発揮しながら、新しい時代に相応しいまちづくりを進

めるために、新市市民とともに明るく元気に希望をもって取り組もう

とする姿勢を表現したものです。

　新市の将来像や基本目標を達成するために、常にこの基本理念をこ

ころがけ、真に人間らしい生活ができる魅力あふれる地域を築いてい

きたいと考えます。

～ 先端研究産業都市の形成 ～
　新時代における地域の自立を導くために、これまで以上に地元商工業の高度化と企業の誘致に努
め、若年層の定住化を図るとともに、先端的な教育と研究開発を促進し、バイオ分野を中心にした
産学公民の連携による*1北部サイエンスパーク構想の推進など、新市内の高等教育機関の集積を戦略
的に生かす先端研究産業都市の形成を目指します。

～ 文化と自然の創造交流都市の形成 ～
　変転の著しい時代の中で、新市の素晴らしい歴史や文学の資料を次代に伝えるための研究基盤を
整備するとともに、伝統芸能、生活文化の伝承、芸術文化活動の振興に努め、地域の価値を再発見
しながら国内外に発信します。また、中山間地域や海を主なフィールドに、貴重な森などの環境を
保全しつつ、文化や動物との共生に焦点をあてた森林交流プログラムの開発、農山漁村地域の自然
をテーマにした遊びと学びの場の整備を行い、それぞれ地域住民と協働して、新しく自然資源を活
用するなど、文化と自然の創造交流都市の形成を目指します。

～ 健康づくり先進都市の形成 ～
　市民の健康の一層の増進を図るため、地域、医療、福祉とのネットワーク化を進めます。
　また、科学的な保健指導システムのもとで、健康サポーター制度の創設、スポーツ団体や地域自
治組織との連携に努め、健康づくりへの市民の主体的な参加を促進するとともに、保健と福祉を総
合する拠点施設を整備し、健康づくり先進都市の形成を目指します。

～ 日本海国土軸交流拠点都市の形成 ～
日本海沿岸東北自動車道と羽越新幹線の整備を促進し、出羽三山や温泉などの地域資源を生かしな
がら、南庄内ならではの観光の振興をはじめ、多様な交流の拡大を図り、庄内地域はもとより、日
本海沿岸地域において重要な役割を果たす日本海国土軸交流拠点都市の形成を目指します。

～ 豊かな食の農林水産都市の形成 ～
　庄内南部地区は我が国を代表する食料生産基地であり、今後とも、日本国民の食生活に貢献して
いくため、一層、海、山、平野の恵まれた地域の特性を生かし、消費者に信頼される安全で美味し
い食べ物づくりを推進するとともに、これまでの歴史の中で培われてきた風格ある農山漁村を維持、
発展させるため、平野部、中山間部、海岸部における総合的な地域づくりを進め、それぞれの多面
的な機能を高度に発揮させながら、豊かな食の農林水産都市の形成を目指します。

*1北部サイエンスパーク構想：鶴岡市街地の北部に研究開発型の企業・試験研究機関・業務機能等の集積を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図る構想で、庄内地方拠点都市地域計画にも位置づけられている
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１.美しく快適な南庄内らしい基盤整備

　庄内南部地区に残された日本の原風景を大切に継承しつ
つ、新しい時代に相応しい基盤づくりを進めます。
　このため、新市の美しい自然や景観が一層生きてくる土
地利用を図りながら、道路、上下水道、公園など、市民の
快適な生活を支える社会資本の整備を推進します。また、
高速交通基盤、情報通信基盤についても、地域内外におけ
る格差の是正に努めます。

２.研究と教育の知的基盤整備による新市の核づくり
　致道館教育など７市町村が培ってきた学びの伝統を、新
市まちづくりの中心課題として発展的に継承し、次代を担
う人材の育成と今後の知識社会への対応を図ります。
　このため、学校教育の環境を整備し、地域との連携を強
めながら、心豊かでたくましい子どもの育成に努めます。
また、山形大学農学部、東北公益文科大学大学院、慶應義
塾大学先端生命科学研究所、鶴岡工業高等専門学校での研
究活動を支援します。

５.お互いが温かく支えあうコミュニティの再構築
　少子高齢化と人口減少が進み地域社会の存続が危惧され
ている現状を踏まえながら、なお生き生きとした生活を築
いていくために、新しい時代に対応した地域コミュニティ
づくりを進めます。
　このため、地域の成り立ちを充分に尊重して、活動基盤
整備を行うとともに、それぞれの地域の実情に応じ、地域
の住民の生活を地域の住民が支える、新しいシステムづく
りや活動の担い手の育成を推進します。

６.安心できる健康と福祉、子育ての環境づくり

　市民一人一人が安心して新市で一生を送れるように、ゆ
るぎない目標を掲げ、着実に実践します。
　このため、健康と福祉、子育てについての総合的な機能
を併せ持つ拠点施設を建設する他、高齢者、障害者、保育
のための所要の施設を整備します。一方、行政の専門性を
高めつつ、各種福祉サービスの提供システムを、地域の住
民の福祉を地域の住民の手で支えうるよう、再構築します。

８.学習とスポーツで生き甲斐のある地域社会づくり
　市民一人一人が楽しく明るい生活を送ることのできる生
き甲斐ある地域社会の実現に向けて、学習とスポーツ・レ
クリエーションの振興が求められています。
　このため、新しい時代に即した学習施設の建設や運動施
設の更新など、所要の基盤整備を行うとともに、一層多く
の市民が学習・スポーツ活動に参加できるよう、多様で体
系的な学習機会の開設と総合型地域スポーツクラブの創設
を図ります。

　新市の行政執行システムは、市民が利用しやすく、かつ、各
般の行政課題に迅速、的確に対応できる組織とし、既存庁舎の
有効活用を進めながら再編するほか、その内容においては、市
民ニーズの高度化や地方分権化に対応し、職員の専門性を高め
るなど、行政サービスの質的向上を図ります。
　また、行政組織の効率化による経費節減が強く求められてい
ることから、職員定員適正化計画を策定しつつ、事務改善に努
め、民間活力の導入が望ましい業務について外部委託し、行政
コストの計画的な削減を進めます。
　本所・支所の関係については、地域住民に密着した行政サー
ビス提供を図ることを基本にしながら、それぞれの地域の特性
が一層生かせるような役割分担を念頭に、適切な方式を導入し
ます。
　このため、本所は、市域全体の管理部門、施策の立案・総合
調整機能を担う部門、議会、行政委員会の基幹部門、各分野の
統括的業務を所管し、支所は、直接市民サービスを行う窓口的
部門、財産管理・出納などの基本的業務部門、まちづくりや地
域づくりに取り組む部門、地域の重点施策を担う部門などを所
管するものとします。合併後の各段階での本所、支所それぞれ
の市民ニーズへの対応の状況に合わせて、機能や権限を見直す
などの配慮を加えながら、効率的な執行体制を構築します。
　一方、財政運営については、合併を機に、新しい時代の行政
サービスのあり方、行政が担うべき役割、受益と負担のあり方
などを根本から見直し、民間委託の推進や*2PFIの導入を図る
ほか、個々の事業の効果や施策の成果を客観的かつ公正に評価
するなど、健全な財政基盤づくりを進めます。

　行財政改革の推進

４.地域資源を高度に生かした新しい産業の創出
　新市内の高度な知的基盤を核に最先端の研究開発型企業
の誘致・育成を推進するほか、地域の自然、文化などを高
度に生かした産業の創出に努めます。　　　
　このため、農林水産業では地域の伝統や文化を包含した
南庄内らしい新しいビジョンのもと、新市の基幹産業とし
ての発展方策を展開します。工業、商業、観光においても
文化性の高い製品、サービスを重視し、地産地消はじめ産
業間の連携を促進しながら、企業活動の高度化に対応した
環境整備に努めます。また、市民生活の新たな担い手とし
て*1コミュニティビジネスの育成を図ります。

、

３.誇れる文化の継承・発展と交流の拡大

　新市の貴重で多様な文化や自然を、地域特性として一層
価値あるものに高めて継承し、これらを創造的に活用して
特に若い世代の交流拡大を図ります。
　このため、市民の地域に根ざした文化的活動を一層助長
するとともに、地域の価値ある資源の発掘保全と調査研究
を促進しながら、その成果を発信し、新市全体をキャンパ
スに楽しい学びの交流を行い、若者が夢と誇りを持てる地
域づくりを進めます。加えて、地域の国際化を一層促進し
ながら、国際的にも存在感のあるまちづくりを推進します

、

　市民との協働

　行政区域の拡大、再編に対応し、個々の地域の市民の意見を
くみ上げながら市政展開を図る必要があることから、広報広聴
機能の充実と市民の意向を適切に行政に反映させる仕組みづく
りを進めます。特に、今後の地域づくりの方策については、各
地域住民の意向が施策に結実されるよう、課題の整理や意見の
集約を行う協議の場を設定します。
　また、多様化、高度化している市民ニーズに応えるためには
サービス供給主体としての民間の役割が高まるものと思われる
ことから、民間と行政の協働を促進する環境づくりに努め、
*3NPO法人やボランティア団体などの育成、支援を強化します。

、

*1コミュニティビジネス：住民が主体となって地域の課題を解決し、その活動の利益をコミュニティ に還元することによって、コミュニティを再生・活性化するビジネス

*2PFI　　　　：公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を
活用して行う新しい手法

*3NPO法人：企業のように営利の追求や配分を目的とせず、ボランティア活動をはじめとする住民
が行う自由な社会的・公益的サービスを供給する団体で、法人格が与えられている

新市の基本目標
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行政システムの再構築

　基本目標の達成のため、市民各位と協働し、行財政システ
ムの再構築を断行するとともに、今後、急速な進展が見込ま
れる地方分権について、新市でのしっかりした受け皿づくり
を進めます。

　市民の掛け替えのない生命、財産を災害から守り、恵ま
れた自然環境の中での生活を維持していくために、行政と
市民が協働し、最善の努力を尽くします。このため、新市
の総合的な防災計画の策定、防災の情報システム整備、消
防救急体制の拡充を図るとともに、自主防災組織との連携
強化を促進します。一方、地域の大切な子供や高齢者を犯
罪から守り、明るく健全な社会を維持していくため、地域
ぐるみでの防犯体制を一層強化します。
　また、新市における環境基本計画を策定し、自然との共
生に努める他、リサイクルシステムの確立などを通じて、
資源循環型社会の実現を目指します。一方、市民参加によ
る環境保全活動を促進するため、環境学習の機会を拡充し
ます。

７.安全の地域づくりと資源循環型社会の実現

。


